
リスクコミュニケーション

奈良由美子

（放送大学教養学部/大学院文化科学研究科 生活健康科学プログラム）

1

令和７年度新型インフルエンザ等対策講習会

© Yumiko NARA. All rights reserved.



⚫新型インフルエンザ等対策政府行動計画（2024年7月2日改定）では、13の対策項目

のひとつに「情報提供・共有、リスクコミュニケーション」を位置付け、同項目に対

応したガイドラインを策定。「感染症危機に備えたリスクコミュニケーションマニュ

アル」も公表（2024年9月30日）。

https://www.caicm.go.jp/action/survey/surveyr06_risk_communication/files/resul

t.pdf

⚫リスクコミュニケーションは感染症だけでなく、他の健康問題やエネルギー問題、自

然災害など様々なリスク問題において必要となる。

⚫本講習会では、リスクコミュニケーションの7つの誤解と正解を整理することで、リ

スクコミュニケーションの基本と要点を示す。
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はじめに－本講習会の目的
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https://www.caicm.go.jp/action/survey/surveyr06_risk_communication/files/result.pdf
https://www.caicm.go.jp/action/survey/surveyr06_risk_communication/files/result.pdf


誤解 正しくは

「リスコミとは相手を説得するための情報戦術」
リスコミは，個人，機関，集団間での情報や意見のやりとりを通じて，リスク
情報とその見方の共有を目指す活動。

「リスコミとはコピーライティング」
信頼の構築。リスコミは適切なリスク対応のために行われ、単独ではなく、リ
スク評価やリスク管理も含めたリスクガバナンスの枠の中で捉える。

「リスコミとは情報発信を行うこと」
リスコミの機能は情報発信だけにとどまらない。広報，広聴，対話。インテリ
ジェンス機能が必須（調査・分析）。

「リスコミとは“話せば分かる”の精神で行う営み，
職人芸」

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論／知識と実践／スキルの調和が
重要。PDCA。

「リスコミのやり方はその都度変わる」
リスコミでは，原則（科学的，迅速性，透明性，一貫性，信頼，共感，相手は
リスク対策のパートナー等）を共有，ぶれない。そのうえでの弾力的対応。

「リスコミとは有事のための営み」
リスコミ（広義）は有事のクライシス・コミュニケーションを含む，平時から
の営み。普段できないことはいざというときもできない。普段が大事。

「リスコミとは広報の１部門」
リスコミは，トップに直結あるいは近いところに位置しつつ，関連する部局に
横断的に関わる。
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リスクコミュニケーションとは
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誤解 正しくは

「リスコミとは相手を説得するための情報戦術」
リスコミは，個人，機関，集団間での情報や意見のやりとりを通じて，リスク
情報とその見方の共有を目指す活動。

「リスコミとはコピーライティング」
信頼の構築。リスコミは適切なリスク対応のために行われ、単独ではなく、リ
スク評価やリスク管理も含めたリスクガバナンスの枠の中で捉える。

「リスコミとは情報発信を行うこと」
リスコミの機能は情報発信だけにとどまらない。広報，広聴，対話。インテリ
ジェンス機能が必須（調査・分析）。

「リスコミとは“話せば分かる”の精神で行う営み，
職人芸」

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論／知識と実践／スキルの調和が
重要。PDCA。

「リスコミのやり方はその都度変わる」
リスコミでは，原則（科学的，迅速性，透明性，一貫性，信頼，共感，相手は
リスク対策のパートナー等）を共有，ぶれない。そのうえでの弾力的対応。

「リスコミとは有事のための営み」
リスコミ（広義）は有事のクライシス・コミュニケーションを含む，平時から
の営み。普段できないことはいざというときもできない。普段が大事。

「リスコミとは広報の１部門」
リスコミは，トップに直結あるいは近いところに位置しつつ，関連する部局に
横断的に関わる。
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リスクコミュニケーションとは（１）
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Risk communication refers to the real-time exchange of 
information, advice and opinions between experts or 
officials and people who face a threat (hazard) to their 
survival, health or economic or social well-being.

Its ultimate purpose is that everyone at risk is able to take 
informed decisions to mitigate the effects of the threat 
(hazard) such as a disease outbreak and take protective 
and preventive action. (WHO)

専門家や政策担当者と、生存や健康、経済的・社会的福利に対する脅威（ハザード）に直面し
ている人々とのあいだで、情報、アドバイス、意見をリアルタイムに交換すること。

リスクにさらされているすべての人が、疾病などの脅威（ハザード）の影響を軽減するために、
情報にもとづいた意思決定を行い、保護・予防措置をとれることが、リスコミの究極の目的。

アウトブレイク、COVID19に関してもWHO
をはじめ様々な機関がリスクコミュニケー
ションを導入、ガイドラインの策定や実践等
を行ってきた。

リスクコミュニケーションの定義と本質
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リスクコミュニケーション：個人、機関、集団間での情報や意見の
やりとりを通じて、リスク情報とその見方の共有を目指す活動

(新型インフルエンザ等対策政府行動計画）
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WHO outbreak 
communication 
guidelines (2005)



リスクコミュニケーションの定義と本質

リスクに関係した情報や意見を、
リスク評価者、リスク管理者およ
びその他の関心ある人たちの間で、
双方向的にやりとり（交換）する
プロセスのこと（FAO 国際連合食糧
農業機関 1995）

リスクのより適切なマネジメント
のために、社会の各層が対話・共

考・協働を通じて、多様な情報及び見方
の共有を図る活動（文部科学省 「リスクコ
ミュニケーションの推進方策」2014）

リスクについての、個人、機関、
集団間での情報や意見の
やりとりの相互作用的過程
（National Research Council

全米研究評議会1989）

リスク対象及びそれへの対応について、
関係者間が情報・意見を交換し、その過
程で関係者間の相互理解を深め、信頼を
構築する活動」のこと。（食品安全委員会
「食品の安全に関するリスクコミュニケー
ションのあり方について」2015）

国民、事業者、行政等の関係者が
化学物質のリスクと便益に係る正
確な情報を共有しつつ意思疎通を
図ること（環境省「第五次環境基本
計画」2018）

多くの定義に共通すること
（＝本質）

⚫ リスクへの適切な対応のた
めに行われること

⚫ 多様な関与者のなかで行わ
れること

⚫ 関与者の相互作用を重視し
ていること

⚫ 信頼
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専門家

市 民

メディア 事業者

行 政

リスクコミュニケーションの定義と本質

• 米国で生成（1970年代）

• 日本では1990年代後半、環境ホルモン問題に伴って重
視されはじめる

• さまざまな領域で実践 - 環境問題、科学技術、医療、
食品、工業製品、防災、防犯、・・・

リスクの多様な関与者（ステークホルダー）

＝コミュニケーションの対象は多様

多くの定義に共通すること（本質）

⚫ リスクへの適切な対応のために行われること

⚫ 多様な関与者のなかで行われること

⚫ 関与者の相互作用を重視していること

⚫ 信頼
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コミュニケーションの相手

⚫ 組織外部の関与者

⚫ 組織内部の関与者
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誤解 正しくは

「リスコミとは相手を説得するための情報戦術」
リスコミは，個人，機関，集団間での情報や意見のやりとりを通じて，リスク
情報とその見方の共有を目指す活動。

「リスコミとはコピーライティング」
信頼の構築。リスコミは適切なリスク対応のために行われ、単独ではなく、リ
スク評価やリスク管理も含めたリスクガバナンスの枠の中で捉える。

「リスコミとは情報発信を行うこと」
リスコミの機能は情報発信だけにとどまらない。広報，広聴，対話。インテリ
ジェンス機能が必須（調査・分析）。

「リスコミとは“話せば分かる”の精神で行う営み，
職人芸」

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論／知識と実践／スキルの調和が
重要。PDCA。

「リスコミのやり方はその都度変わる」
リスコミでは，原則（科学的，迅速性，透明性，一貫性，信頼，共感，相手は
リスク対策のパートナー等）を共有，ぶれない。そのうえでの弾力的対応。

「リスコミとは有事のための営み」
リスコミ（広義）は有事のクライシス・コミュニケーションを含む，平時から
の営み。普段できないことはいざというときもできない。普段が大事。

「リスコミとは広報の１部門」
リスコミは，トップに直結あるいは近いところに位置しつつ，関連する部局に
横断的に関わる。
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リスクコミュニケーションとは（２）
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信頼の重要性

リスコミの本質は信頼

⚫ 信頼があるときはリスコミが円滑に進みやすい

⚫ リスコミを行うことで信頼が醸成されていく

リスク評価機関・リスク管理機関への信頼

− 人々のリスク認知に大きく影響

− リスク対策への支持・不支持や協力傾向を左
右する

◼ リスク管理者の「動機づけ」

 まじめさ、コミットメント、熱心さ、公正さ、中立性、客観性、

一貫性、正直さ、透明性、誠実性、相手への配慮、思いやり など

信頼

◼ リスク管理者と自らの「主要価値」の類似性
 （提示されたリスク問題の見立て方や､そこで何を重視するか）

◼ リスク管理者の「専門的能力」

専門知識、専門的技術力、経験、資格 など

を、コミュ

ニケーショ

ンの相手が

認識



③の信頼は、リスコミの相手が以下を「認識」したときに作られる

• 情報のやりとりに適時性がある

• 関係者に意見や質問を表出する機会や場がある

• 意見や質問が意思決定に反映されている

• 意思決定プロセスに利害関係者が参加している

• 意思決定プロセスに透明性がある

リスコミにおける信頼

①リスク情報に対する信頼

②リスク管理者（情報発信者）に対する信頼

③リスクコミュニケーションそのものに対する信頼

双方向性が担保された丁寧なリスクコミュニケーションが②、そして①につながる

10
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信頼の重要性
リスコミの本質は信頼

⚫ 信頼があるときはリスコミが円滑に進みやすい

⚫ リスコミを行うことで信頼が醸成されていく



リスクガバナンス

リスクに対する社会的判断のためのしく

みや具体的制度を設計し、社会のなかの

多様な主体（市民、様々な分野の専門家、

行政、様々なレベルの団体など）が協働

しながらリスク問題に対処していくこと。

１．プレアセスメント

・早期警告

・問題フレーミング

・評価、管理の基準線

２．鑑定

・客観的リスクの科学
的アセスメント

・主観的な懸念や関心
のアセスメント

3. 特性確認・評価

・科学的観点と社会的価値

・受容性、受忍性の判断

4. 管理

・リスク処理の策定（回避、
軽減、保有、移転）

・リスク処理の実行

5. コミュニケーション

知識の生成と評価リスクに関する意思決定と対応
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リスコミは単独ではなく、

リスク評価やリスク管理も含めた

リスクガバナンスの枠組みの中で捉

えることが重要

リスクガバナンスの枠組 （Introduction of the IRGC Risk Governance 
Framework, IRGC, 2005 に加筆）

リスクガバナンスの枠組み
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リスク管理

リスク評価リスコミ

リスコミを行うこと自体を

自己目的化しない



誤解 正しくは

「リスコミとは相手を説得するための情報戦術」
リスコミは，個人，機関，集団間での情報や意見のやりとりを通じて，リスク
情報とその見方の共有を目指す活動。

「リスコミとはコピーライティング」
信頼の構築。リスコミは適切なリスク対応のために行われ、単独ではなく、リ
スク評価やリスク管理も含めたリスクガバナンスの枠の中で捉える。

「リスコミとは情報発信を行うこと」
リスコミの機能は情報発信だけにとどまらない。広報，広聴，対話。インテリ
ジェンス機能が必須（調査・分析）。

「リスコミとは“話せば分かる”の精神で行う営み，
職人芸」

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論／知識と実践／スキルの調和が
重要。PDCA。

「リスコミのやり方はその都度変わる」
リスコミでは，原則（科学的，迅速性，透明性，一貫性，信頼，共感，相手は
リスク対策のパートナー等）を共有，ぶれない。そのうえでの弾力的対応。

「リスコミとは有事のための営み」
リスコミ（広義）は有事のクライシス・コミュニケーションを含む，平時から
の営み。普段できないことはいざというときもできない。普段が大事。

「リスコミとは広報の１部門」
リスコミは，トップに直結あるいは近いところに位置しつつ，関連する部局に
横断的に関わる。
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リスクコミュニケーションとは（３）

© Yumiko NARA. All rights reserved.



⚫ 市民に対して、分かりやすい言葉で科学的・客観的なリスク情報を示すこ
とは重要。それだけでは足りない。

⚫「広報」に加えて、「広聴」「対話」。

伝えるコミュニケーション と 聴くコミュニケーション。

⚫ 相手はリスク情報をどう受け取ったか、どんな情報が欲しいのか。

そもそもリスクをどう思っているのか。

どのような対策をとっているのか・とれるのか。とれないのはなぜか･･･。

こういったことを調査・分析する機能が必要。相手の「なぜ」を理解。

⚫ 相手の実態や考えを把握してはじめて、現場に即した実効性のあるリ
スク管理ができるし、効果的な広報もできる。

専門家

市 民

メディア 事業者

行 政

リスクの多様な関与者

＝コミュニケーションの対象は多様

リスコミの機能は情報発信だけにとどまらない。インテリジェンス機能が必須（調査・分析）。
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リスクコミュニケーションの機能



【当日の様子】

東京iCDCの取組 広報 としてのリスコミ：都民に伝える
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⚫ リスコミチームでは、

令和2年（2020年）

10月から、継続的

に都民意識調査を実

施。

⚫ 調査の結果は東京都

モニタリング会議で

報告。東京iCDCの

noteで詳しい解説

とともに掲載。 

⚫ 東京iCDC note：

https://note.com/t

okyo_icdc

⚫ 過去の都民アンケー

ト調査結果：

https://www.hoken

iryo.metro.tokyo.lg.j

p/kansen/icdc/tom

inishiki.html

【当日の様子】

 東京iCDCの取組 広聴・対話としてのリスコミ：都民の声を聴く
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時期 対象 方法 有効回答数 トピック

2020年
10月15日～17日

都民（20代～
70代）

アンケート 935
・新型コロナ対策の取組状況 ・都のモニタリング分析の知名度
・新型コロナに関して抱えている問題や不安 等

2021年
2月10日～13日

都民（20代～
70代）

アンケート 5,410
・感染対策の取組状況 ・都の対策に対する意識
・緊急事態宣言解除前と解除後の行動について 等

2021年
2月26～3月3日

都民（20代～
70代）

アンケート 10,000

・新型コロナへの意識 ・感染対策の取組状況とその理由
・受診や検査の意向とその理由 ・情報源 ・都の情報提供への意見
・新型コロナワクチンについての知識 ・接種意向とその理由 ・偏見や差別経験 等

2021年
7月16日～17日

都民（20代～
70代）

アンケート 1,000
・ワクチン接種意向とその理由 ・接種インセンティブへの考え方
・感染対策の取組状況 等

2021年
10月21日～22日

都民（20代～
70代）

アンケート 1,000
・新型コロナへの意識 ・感染対策の取組状況

・ワクチン接種意向とその理由 等

2022年
3月15日～25日

都民（20代～
70代）

アンケート 10,000

・新型コロナへの意識 ・感染対策の取組状況とその理由
・受診や検査の意向とその理由 ・情報源 ・都の情報提供への意見
・ワクチン接種意向とその理由 ・通常医療への影響 ・偏見や差別経験 等

2022年
10月1日～3日

都民（20代～
70代）

アンケート 1,000
・現在の感染対策取組状況 ・今後の感染対策への意向
・季節性インフルエンザとの同時流行に対する意見 ・ワクチン接種意向とその理由 等

2023年
2月15日～21日

都民（20代～
70代）

アンケート 10,429

・新型コロナへの意識 ・感染対策の取組状況とその理由
・コロナの収束への考え方 ・情報源 ・都の情報提供への意見
・ワクチン接種意向とその理由 ・偏見や差別経験 ・感染経験と後遺症の状況 等

2023年
3月8日～11日

都民（20代～
70代）

グループイン
タビュー

35名
※6グループ

・新型コロナの影響（ポジティブ、ネガティブ） ・コロナの収束とは
・今後行政に発信してほしい情報 ・今後行政に望む感染症対策 等

2023年
6月1日～21日

都内在住外国
人 （ 20代 ～
70代）

ア ン ケ ー ト
（14言語）

2,000
・感染対策の取組状況 ・感染症の情報源と用いる言語
・困りごと（情報収集、受診） ・偏見や差別経験 ・都の感染症施策への評価 等

2023年
12月14日～16日

都民（20代～
70代）

グループイン
タビュー

36名
※6グループ

・現在の感染対策の取組状況 ・新型コロナの振り返り
・将来のパンデミックへの意識 ・新型コロナ以外の感染症 等

2024年
2月9日～19日

都民（20代～
70代）

アンケート 10,531

・新型コロナへの意識 ・感染対策の取組状況とその理由 ・情報源 ・都の情報提供への意見
・ワクチン接種意向と理由 ・感染経験と後遺症の状況 ・新型コロナの振返り（困ったこと等）
・今後も定着してほしいこと ・新たなパンデミックへの考え・備え等

2025年
2月7日～17日

都民（20代～
70代）

アンケート 12,164

・新型コロナの経験・後遺症 ・薬剤耐性・抗菌薬・抗生物質 ・新型コロナに関する気持ち  
・ワクチン接種意向とその理由 ・感染症に関する情報について ・災害発生時の感染症対策
・現在の感染症対策 ・新たなパンデミックへの考え・備え  等

2025年
3月13日～16日

都民（20代～
70代）

グループイン
タビュー

35名
※6グループ

・コロナ禍当時の感染対策/情報収集  ・現在の感染対策 ・コロナワクチン接種意向および理由 
・将来のパンデミックについて ・抗菌薬と薬剤耐性について ・行政に望む感染症施策 等

•政策・施策の
参照情報 

•効果的な広報
への接続

© Yumiko NARA. All rights reserved.

https://note.com/tokyo_icdc
https://note.com/tokyo_icdc
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/icdc/tominishiki.html
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/icdc/tominishiki.html
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/icdc/tominishiki.html
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/icdc/tominishiki.html


東京i CDCリスコミチームによる
都民意識アンケート調査 結果 2021. 4. 15.
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◼ 調査方法：インターネット調査

◼ 調査対象：東京都に住所を有する20代から70代までの者

◼ サンプリング方法およびサンプル数：性・年齢構成を東京都の人口比率に合わせた割当抽出。

10,000サンプル。

◼ 調査期間：2021年2月26日～同年3月3日（第2回緊急事態宣言期間中）

◼ 調査項目：○現在行っている感染予防策（○感染予防対策をとっていない/とれない理由）

      ○新型コロナに関しての気持ちや経験  ○新型コロナに関する情報行動 ○受診に関する意識や経験

             ○ワクチンに関する意識と知識  ○新型コロナの感染・対応についての経験 ○健康状態

      ○仕事や暮らしの変化     ○人間関係、偏見や差別経験    ○基本属性 など

20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 計

男性 793 994 1087 804 755 564 4997

女性 772 953 1048 760 776 694 5003

東京都HP   https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/hokeniryo/20210415_05-1



「コロナかなと思っても受診したくない」×「年代・性別」、およびその理由

（%）
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体

男性／20－29歳

男性／30－39歳

男性／40－49歳

男性／50－59歳

男性／60－69歳

男性／70－79歳

女性／20－29歳

女性／30－39歳

女性／40－49歳

女性／50－59歳

女性／60－69歳

女性／70－79歳

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない わからない 答えたくない

（%）

「コロナかなと思っても受診しない」で「あてはまる/ややあてはまる」と
答えたかたに。その理由として、あてはまるものすべてを選んでください。

(n=1,483)(n=10,000)
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◆ すぐに検査を受けられないイメージが定着した可能性があり、強調した情報発信が必要

◆ 感染者への偏見や差別を許さないという強いメッセージを同時に出すことは不可欠

23.2

25.9

31.7

28.5

23.7

25.1

5.7

0 5 10 15 20 25 30 35

コロナに感染しても

重症にはならないと思うから

どこで受診できるか

分からないから

すぐに検査してもらえるかどうか

分からないから

検査で陽性が判明したら、

ひとから批判や差別を受けるかも

しれないから

検査で陽性が判明したら、仕事や学校を

休まなくてはならなくなるから

検査で陽性が判明しても、

すぐには入院や宿泊療養施設入所が

できないかもしれないから

その他

東京都HP   https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/hokeniryo/20210415_05-1



誤解 正しくは

「リスコミとは相手を説得するための情報戦術」
リスコミは，個人，機関，集団間での情報や意見のやりとりを通じて，リスク
情報とその見方の共有を目指す活動。

「リスコミとはコピーライティング」
信頼の構築。リスコミは適切なリスク対応のために行われ、単独ではなく、リ
スク評価やリスク管理も含めたリスクガバナンスの枠の中で捉える。

「リスコミとは情報発信を行うこと」
リスコミの機能は情報発信だけにとどまらない。広報，広聴，対話。インテリ
ジェンス機能が必須（調査・分析）。

「リスコミとは“話せば分かる”の精神で行う営み，
職人芸」

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論／知識と実践／スキルの調和が
重要。PDCA。

「リスコミのやり方はその都度変わる」
リスコミでは，原則（科学的，迅速性，透明性，一貫性，信頼，共感，相手は
リスク対策のパートナー等）を共有，ぶれない。そのうえでの弾力的対応。

「リスコミとは有事のための営み」
リスコミ（広義）は有事のクライシス・コミュニケーションを含む，平時から
の営み。普段できないことはいざというときもできない。普段が大事。

「リスコミとは広報の１部門」
リスコミは，トップに直結あるいは近いところに位置しつつ，関連する部局に
横断的に関わる。

18

リスクコミュニケーションとは（４）

© Yumiko NARA. All rights reserved.



⚫ 「何のために」、「いつ」、「どこで」、
「誰に（誰と）」、「何について」

⚫ そのうえで、「どのように」。テクニックに
走ってはいけない（しかしテクニックを知って
おくと不要な混乱を防ぐことはできる）。

自らがこれから行おうとする（いま行っている）
リスコミの部分と全体像を意識したコミュニケー
ションデザインを不断に描き実践する

フェーズ

知識の
不定性

目的

平常時

非常時

回復期

時間・空間・社会スケール

一時的/短期的 中期的 長期的/恒常的

地域 広域/国 国際/地球規模

個 少数 多数/集合的

教育・啓発

行動変容の喚
起

信頼醸成

問題発見と論
点可視化

合意形成

複雑 不確実 多義的単純

ハザード
種別

自然災害、犯罪、事故、疾病、新興感染症、・・・

専門家

市 民

メディア 事業者

政策
担当者

関与者

独立行政法人科学技術振興機構科学コミュニケーションセンター
『リスクコミュニケーション事例調査報告書』

（2014）p.39より作成、一部改変

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論/知識と

実践/スキルの調和が重要。PDCA。

リスクコミュニケーションの進め方

全体像の把握

リスコミの 5W1H

© Yumiko NARA. All rights reserved. 19



リスクコミュニケーションのプロセス

⚫ ①リスクコミュニケーションの目標を設定する

⚫ ②リスクについての事実・現状を把握する

⚫ ③コミュニケーションの相手の属性などをこの段階で可能な範囲内で把握する

⚫ ④メッセージを伝える/受け取る/対話する内容と方法を検討する

（コンテンツ、日時・タイミングや場所、メディア、形態はどうするか。準備時間やコスト、範囲

等、それぞれの長所と短所を比較考量）

⚫ ⑤リスクコミュニケーションを実施する

⚫ ⑥リスクコミュニケーションを評価する

20

念入りな計画と評価が必須

ただし、状況によって、柔軟に取捨選
択しながら実施していく。PDCAを回す

こと自体を自己目的化しない。

© Yumiko NARA. All rights reserved.

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論/知識と

実践/スキルの調和が重要。PDCA。

リスクコミュニケーション
の進め方



リスクメッセージ

◼ 分かりやすいメッセージを

⚫ 言語のほか、イラストや画像・映像も有効

⚫ カタカナや専門用語の多様はひかえる

⚫ 実感のわきやすい表現

◼ 検証可能性を担保

⚫ さらに詳しい情報にアクセスできるようにする

⚫ 不確かさや見解の相違があるリスク情報の公開の場合はとくに

⚫ リスク情報の根拠や検討過程、情報の修正・更新の履歴を含めた情報の公開

◼ メッセージに含むべきリスク情報

⚫ リスクそのものについての客観的な情報

⚫ リスクアセスメントの不確実性

⚫ 責任主体のリスク管理方法とその有効性

⚫ 個人が取り得る対策

21

◼ 感染症リスコミでは人権への配慮

（差別や偏見、分断をうまない）

が必須

◼ メッセージの隅々にまでリスコミ
の原則が行き届いていること

科学性、客観性、正確性、迅速性、
透明性、一貫性、共感、敬意、パー
トナーシップ、・・・

© Yumiko NARA. All rights reserved.



リスコミの
技術と注意

⚫ ①フレーミング効果：同じ事象であっても表現のしかた（フレーミング）が変わると受け取られ方が異なる。一般に肯定的

なフレームで表現された方が好まれる。

⚫ ②一面的コミュニケーションと両面的コミュニケーション：その事象の安全性やベネフィットだけ伝えるコミュニケー

ション（一面的コミュニケーション）とリスクなど反対論も合わせて伝えるコミュニケーション（両面的コミュニケーショ

ン）。教育程度が高く知識量が多い、あるいはまたその事象に反対意見を持つ相手には両面的コミュニケーションが有効。

⚫ ③結論明示と結論保留：送り手が結論を出すか、受け手に結論を引き出すことをまかせるか。結論保留が効果的に用いられ

るのは、受け手の教育程度が高い、受け手に関心がある、受け手にこだわりがある場合。また、結論保留されている場合に

は、受け手は繰り返していろいろと考え、記憶に残る。

⚫ リスコミはあくまでコミュニケーションのひとつ。

⚫ 何か新しい、あるいは特殊なコミュ手法があるわけではない。これさえあれば上手くいくと
いったような唯一の正解や特効薬もない。しかし、コミュ技術としては、従来からの心理学
等のコミュ研究の成果が生かせる。

⚫ リスコミの原則をふまえて慎重に用いること。

22

リスクコミュニケーションの技術と注意

© Yumiko NARA. All rights reserved.



⚫ ④自分にとっての重要性：人間は心理的には自己を基点として判断する。リスクを認知してもらう・対処行動を

とってもらうには、個人視点、当事者視点での状況や対処行動を、具体的かつ親しみやすく示すことが必要。「自分

にとって」「うちの子にとって」「うちの会社にとって」。当事者に近いひとからのメッセージは有効。

⚫ ⑤感情の重要性：好ましい、恐ろしい、気の毒だ、・・・といった感情を喚起することでリスクを認知してもら

う・対処行動をとってもらうことが有効。統計情報よりも特定可能な一事例の提示がより大きな効果を持つことがし

ばしばある。ナラティブ・メッセージの有効性。

⚫ ⑥恐怖喚起コミュニケーション：相手に恐怖の感情を引き起こすコミュニケーション。当該リスクへの認知を高

めて対処行動をとってもらうことを目的として行われることが一般的。この際、自己効力感、実効感を持てる

ような情報をあわせて伝えることが必要。

⚫ ⑦シングルボイス（ワンボイス）の原則：一貫性のあるリスク情報の受発信を。スポークスパーソンは複数い

てもよい。ただし、組織内部のリスコミが十分されていることが必要。

⚫ ⑧マスメディアのとらえ方：レポーターをリスクコミュニケーションのパートナーとして扱う。情報ニーズの周期

（1週間、10日、1ヶ月、3ヶ月、半年、1年、周年）。あいまいな表現はＮＧ。
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リスクコミュニケーションの技術と注意

© Yumiko NARA. All rights reserved.



米国CDC CERCマニュアル「スポークスパーソン」

⚫ 「正しいスポークスパーソンを選ぶことが重要だ」

⚫ スポークスマンに求められること、留意すべきこと等がまとめられている。

⚫ スポークスパーソンの人選の基準

シングルボイスの重要性、「スポークスパーソン」（たち）の重要性

さらに必要な資質

• 組織内のリスコミを遂行できる能力

• 強靱な精神力

「東京都モニタリング会議」（5類に移行するまで117回開催）

いわゆる「ぶらさがり」も

• 問題となっている事象にどの程度精通しているか

• 明晰かつ自信をもってそれについて語る能力

24

写真出典：東京都HP 都政レポート 2021年1月19日
（第28回東京都新型コロナウイルス感染症モニタリング会議「爆発的感染拡大」）

https://www.koho.metro.tokyo.lg.jp/diary/report/2021/01/19/01.html

© Yumiko NARA. All rights reserved.

出典：Centers for Disease Control and 
Prevention (CDC). CERC: Spokesperson. 
Atlanta, GA: U.S. Department of Health and 
Human Services, CDC; 2014.
（https://www.cdc.gov/cerc/media/pdfs/CERC_S
pokesperson.pdf）



⚫ ⑨相手にとって分かりやすく行動しやすい情報を：可視的な情報（イラスト、動画など）、 とくに緊急時には

表現を工夫、生活に即した表現。「では自分はいったい何をどうすればよいのか」。

⚫ ⑩理由と状況説明：相手にある対処行動をとってほしいとき、ただ「○○して下さい」とだけ伝えるのではな

く「○○だから○○して下さい」と理由や状況説明をセットすることが有効。こちらの「なぜ」をしっ

かり伝える。

⚫ ⑪情報の受け手のとらえ方：理性モデルと非理性モデル（「パニック神話」）。 非常時にはひとびとの情報

ニーズは高い。メッセージを短くすべきというのは誤り。隠蔽などもってのほか。状況説明や理由が必要。

⚫ ⑫リスクの比較：リスクデータを説明するには他の数字と比較してみるのもよい。ただし、注意が必要。専門家

がやり慣れているこの手法により、市民の不信や反発を引き起こすことがしばしばある。
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リスクコミュニケーションの技術と注意
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誤解 正しくは

「リスコミとは相手を説得するための情報戦術」
リスコミは，個人，機関，集団間での情報や意見のやりとりを通じて，リスク
情報とその見方の共有を目指す活動。

「リスコミとはコピーライティング」
信頼の構築。リスコミは適切なリスク対応のために行われ、単独ではなく、リ
スク評価やリスク管理も含めたリスクガバナンスの枠の中で捉える。

「リスコミとは情報発信を行うこと」
リスコミの機能は情報発信だけにとどまらない。広報，広聴，対話。インテリ
ジェンス機能が必須（調査・分析）。

「リスコミとは“話せば分かる”の精神で行う営み，
職人芸」

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論／知識と実践／スキルの調和が
重要。PDCA。

「リスコミのやり方はその都度変わる」
リスコミでは，原則（科学的，迅速性，透明性，一貫性，信頼，共感，相手は
リスク対策のパートナー等）を共有，ぶれない。そのうえでの弾力的対応。

「リスコミとは有事のための営み」
リスコミ（広義）は有事のクライシス・コミュニケーションを含む，平時から
の営み。普段できないことはいざというときもできない。普段が大事。

「リスコミとは広報の１部門」
リスコミは，トップに直結あるいは近いところに位置しつつ，関連する部局に
横断的に関わる。
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リスクコミュニケーションとは（５）
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米国環境保護庁

「健康リスクコミュニケーションの原則と実際の手引き」

リスクコミュニケーションの7つの主要ルール

⚫ ①ひとびとをパートナーとして受け入れ、パートナーとして参加させよ（あなたの目標はひとびとに事実を知ら
せることであって、ひとびとの懸念をそらしたり、ひとびとの行動を変えたりすることではない）

⚫ ②入念に計画し、自らの努力を評価せよ（目標や情報の受け手、伝達媒体が異なれば、異なる手法が必要である）

⚫ ③ひとびとの具体的な懸念や不安に耳を傾けよ（ひとびとは、統計データや細かな事実よりも、信頼性、適格性、
公正さ、共感を重視することが多い）

⚫ ④正直、率直、オープンであれ（信頼を得ることは難しい。いったん失った信頼を取り戻すことはほとんど不可能で
ある）

⚫ ⑤他の信頼できる情報源と協力せよ（いくつかの組織とのあいだに衝突や見解の不一致があると、ひとびとのコミュ
ニケーションがはるかに困難になる）

⚫ ⑥メディアのニーズに対応せよ（メディアは常に、リスクよりも政治的なことがら、複雑なものよりも単純なもの、
安全よりも危険に興味を持つ）

⚫ ⑦明確に、そして思いやりの心をもって話せ（あなたの活動にばかり心を奪われて、病気やケガ、死の悲劇に対し
て心を閉じることを避けよ）

© Yumiko NARA. All rights reserved.
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リスコミの原則を共有し、ぶれない。そのうえ

での臨機応変、弾力的対応。

リスクコミュニケーションの原則



リスコミの原則(cont.)

CDCによるクライシス・緊急事態リスクコミュニケーション

（Crisis and Emergency Risk Communication, CERC）の６原則

⚫ ①最初であること（Be First）：危機は一刻を争う。情報を迅速に、最初に発信する。

⚫ ②正しくあること（Be Right）：正確な情報を発信する（情報が完全に揃っていない場合、今どこまで分

かっているか、更なる情報収集をどのように行っているかを言えばよい）。

⚫ ③信頼されること（Be Credible）：正直、誠実、透明性を貫く。

⚫ ④共感を表出すること（Express Empathy）：人々の不安や懸念、困難に共感し、これを言葉で伝えること

は信頼につながる。

⚫ ⑤行動を促すこと（Promote Action）：人々に意味のある行動を提示し、不安を和らげ、秩序を回復し、コ

ントロール感を促進する。

⚫ ⑥敬意を表出すること（Show Respect）：特に人々が脆弱性を感じているとき、相手への敬意に満ちたコ

ミュニケーションは、協力と信頼を促進する。

© Yumiko NARA. All rights reserved.
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英国政府の非常時科学諮問委員会（Science Advisory Group in Emergencies;  SAGE）

流行が長期化するなかで人々に行動維持を促す７つのポイント

⚫ ①行動を制限することに対して，よりリスクの少ないポジティブな代替案を提示・支援する。

⚫ ②「人々はウイルス制御に努力している。その努力が感染拡大を抑え，公益をもたらしている」といった
ポジティブなフィードバックを行う。失敗への言及は努力の継続を阻害するので避ける。

⚫ ③すべての人が感染対策をするうえで重要な役割を担っていることを強調する。特定のサブグループや行
為を名指ししての非難は避ける。

⚫ ④感染拡大を抑制するため，人々がそれぞれの環境を変え，新しい社会的習慣を形成することを促す。本
人だけでなく周囲の人や属する集団，環境の再構築も必要である。

⚫ ⑤人々がリスクのある行動をとってしまう状況や理由を理解し，受け入れ可能な解決策を一緒に考え，支
援する。主体的で自律的な動機づけは行動変容の持続において効果的である。

⚫ ⑥法令やルールを守るよう強調するのではなく，他の人がとっている感染予防行動とそれへの評価を具体
的に示す。

⚫ ⑦感染防止のためにそれぞれの集団や行動に応じて必要となる情報やアドバイスを，より集中的，実践的
に提供する。

© Yumiko NARA. All rights reserved.
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流行長期化と行動変容維持のためのリスクコミュニケーション



Community engagement (WHO): 

A process of developing relationships 
that enable stakeholders to work 
together to address health-related 
issues and promote well-being to 
achieve positive health impact and 
outcomes 
健康にプラスの影響と成果をもたらすために、ステークホ
ルダーが協力して健康関連の問題に取り組み、ウェルビー
イングを促進できる関係を構築するプロセス（WHO）

• コミュニティ・エンゲージメントは健康とウェル
ビーイングの推進に必要であり有効。

• その中核は、コミュニティ内の行動、環境、政策、
プログラム、実践に変化をもたらすこと。

ヘルスプロモーション（含む感染症対策）とコミュニティ・エンゲージメント

© Yumiko NARA. All rights reserved.

コミュニティ・エンゲージメント：

コミュニティが抱える課題を解決し状態をよりよくするために、ステークホルダーが協力して課題解決に取り組むプロ
セス、および課題解決を促進する関係を構築するプロセス

30

WHO （2020)

COMMUNITY ENGAGEMENT
A health promotion guide for 
universal health coverage in the 
hands of the people 

WHO (2022)

WHO policy brief: 
Building trust through 
risk communication 
and community 
engagement, 
14 September 2022

COVID-19 政策を更新
する上で検討するべき
重要なアクション

• 1. 戦略的コミュニケー

ションを通して信頼を
深める

• 2. 解決策を地域住民
とともにつくり上げる

• 3. 緊急事態でない時に

も緊急レベルのリスク
コミュニケーション
とコミュニティエン
ゲージメントの対応能
力を維持する（平時の
重要性）



誤解 正しくは

「リスコミとは相手を説得するための情報戦術」
リスコミは，個人，機関，集団間での情報や意見のやりとりを通じて，リスク
情報とその見方の共有を目指す活動。

「リスコミとはコピーライティング」
信頼の構築。リスコミは適切なリスク対応のために行われ、単独ではなく、リ
スク評価やリスク管理も含めたリスクガバナンスの枠の中で捉える。

「リスコミとは情報発信を行うこと」
リスコミの機能は情報発信だけにとどまらない。広報，広聴，対話。インテリ
ジェンス機能が必須（調査・分析）。

「リスコミとは“話せば分かる”の精神で行う営み，
職人芸」

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論／知識と実践／スキルの調和が
重要。PDCA。

「リスコミのやり方はその都度変わる」
リスコミでは，原則（科学的，迅速性，透明性，一貫性，信頼，共感，相手は
リスク対策のパートナー等）を共有，ぶれない。そのうえでの弾力的対応。

「リスコミとは有事のための営み」
リスコミ（広義）は有事のクライシス・コミュニケーションを含む，平時から
の営み。普段できないことはいざというときもできない。普段が大事。

「リスコミとは広報の１部門」
リスコミは，トップに直結あるいは近いところに位置しつつ，関連する部局に
横断的に関わる。
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リスクコミュニケーションとは（６）（７）
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平時の業務活動における意識・行動 リスクマネジメント、リスクコ
ミュニケーションでは、普段やっ
ていないことはできない。

  とりわけ非常時において

「普段」が反映

⚫組織風土

⚫組織構造

⚫各人の地位・役割

⚫各人の性格

平常時
（緊急事態発生前）

非常時（緊急時）
（クライシスマネジメント）
（クライシスコミュニケー

ション）

回復期
（緊急事態収束後）

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

⚫ 普段とっていないコミュニケーションス
タイルはとれない。普段逃げない道・場所
へはいざというときにも逃げない。

⚫ 非常時に人は、慣れ親しんだ「人」、
「場所」、「役割」、「方法」、「生活」、
「行動」、「所有物」に固着する。平常時に非常時対応をビ

ルトインするしくみ

© Yumiko NARA. All rights reserved. 32

平時の重要性
リスコミ（広義）は有事のクライシスコミュニ
ケーションを含む、平時からの営み。普段が大事。

◼ 平時から小さいリスクコミュニケーションをしておく

◼ 人材育成の重要性

◼ 組織的にリスクコミュニケーションを位置づける



U.S. Department of Health & Human Service Public Health Emergency 

Emergency Management and the Incident Command System

＊米国ICS（ Incident Command System）：政府機関や州政府、自治体等の危
機管理組織が備えるべき要件を規定したデファクトスタンダード

平時・有事ともに、コミュニケーション部門、Associate 
director for communication、Public Information Officerは、
トップに直結しつつ、ほかの各部門とやりとりできるハブと
しての位置。

⚫ 内外の関係者間での「状況認識の共有」の重要性

⚫ 矛盾のない一貫性のある情報発信の重要性（シングルボイ
ス）

有事への即応のためには、平時から。

https://www.phe.gov/Preparedness/planning/mscc/handbook/chapter1/Pages/em
ergencymanagement.aspx#1.3.1

33

リスコミを組織に位置づける
リスクコミュニケーションはトップに直結あるいは近い
ところに位置しつつ、関連する部局に横断的に関わる。
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リスコミ体制の整備と人材育成
広報・広聴・対話のできる人材
と体制を普段から有しておく

⚫ COVID-19初動時にリスコミが比較的うまくいった台湾、韓国、

シンガポールは、リスコミを含めた体制強化をとっていた。

✓ 台湾･･･SARSの経験。次のパンデミックに備えるため、国家衛生指揮

センターを設置、2005年伝染病防治法の見直し。リスコミを含めた

体制強化。COVID-19発生前から、研究者としても医療分野に豊富な

経歴を持つ専門家が副総統を務めていた。

✓ 韓国･･･MERSの経験をふまえ、2015年感染症制御・防疫法を改正。

2016年、韓国疾病制御・防疫センターにリスクコミュニケーション

室（Office of Risk Communication）を設置。地方政府、医療施設、

市民に対して信頼のおける情報を迅速に開示する方法のガイダンスを

提供。COVID-19パンデミックにあわせてリスコミ組織を昇格・強化。

速やかにリスク管理とコミュニケーション活動を統合的に指揮・監督、

内部関連部署がワンボイスでコミュニケーション業務ができるように

調整。

✓ シンガポール･･･SARSの経験をふまえ、コミュニケーション戦略計画

を策定。分野・部局横断的アプローチを実施。国民の理解を促す情報

発信。2009年新型インフルエンザ発生時には戦略をさらに進化。

COVID-19発生時にはコミュニケーション専門家参画のうえ情報提供。

⚫ 組織へのリスコミの恒常的位置付け

⚫ リスコミ原則の策定、マニュアル作

成、リスコミ研修、広報官の設置等

⚫ 外部からの専門的助言や人材支援を

受けられるネットワークを保有して

おく

⚫ 普段から小さいリスコミを実践し、

リスコミをやり慣れておく

34
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新型インフルエンザ等対策政府行動計画改定の概要（2024.7.2.全面改定）

：各論13項目の概要

出所：
内閣感染症危機管
理統括庁サイト
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④情報提供・共有・リスクコミュニケーション

• 感染症危機においては、情報の錯綜、偏見・差別等の発生、偽・誤情報

の流布のおそれ

• 感染症対策を効果的に行うため、可能な限り双方向のコミュニケーショ

ンを行い、リスク情報とその見方の共有等を行い、国民等が適切に判

断・行動

• 平時から、感染症に関する普及啓発、リスコミ体制の整備、情報提供・

共有の方法の整理等

© Yumiko NARA. All rights reserved.

新型インフルエンザ等対策政府行動計画のリスコミに関するポイント



誤解 正しくは

「リスコミとは相手を説得するための情報戦術」
リスコミは，個人，機関，集団間での情報や意見のやりとりを通じて，リスク
情報とその見方の共有を目指す活動。

「リスコミとはコピーライティング」
信頼の構築。リスコミは適切なリスク対応のために行われ、単独ではなく、リ
スク評価やリスク管理も含めたリスクガバナンスの枠の中で捉える。

「リスコミとは情報発信を行うこと」
リスコミの機能は情報発信だけにとどまらない。広報，広聴，対話。インテリ
ジェンス機能が必須（調査・分析）。

「リスコミとは“話せば分かる”の精神で行う営み，
職人芸」

リスコミは学術的にも蓄積ある知識体系。理論／知識と実践／スキルの調和が
重要。PDCA。

「リスコミのやり方はその都度変わる」
リスコミでは，原則（科学的，迅速性，透明性，一貫性，信頼，共感，相手は
リスク対策のパートナー等）を共有，ぶれない。そのうえでの弾力的対応。

「リスコミとは有事のための営み」
リスコミ（広義）は有事のクライシス・コミュニケーションを含む，平時から
の営み。普段できないことはいざというときもできない。普段が大事。

「リスコミとは広報の１部門」
リスコミは，トップに直結あるいは近いところに位置しつつ，関連する部局に
横断的に関わる。
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リスクコミュニケーションとは
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